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Ⅰ．高圧ガス設備の保守・管理 
（１） 定期自主検査のほとんどを業者委託して

いる。（保安検査前検査、コンプレッサー
のオーバーホール、など） 

（２） 液化室員は、日常点検や月例点検、定期自
主検査の一部を行う。 

（３） 柏キャンパスの高圧ガス設備の保守・管理
をすることになるだろう。 

 
Ⅱ．寒剤の供給体制 
（１） 供給（持出・返却）は、原則として９時～

１７時で行うことになっている。これは、
容器を空にする人や、バルブの開閉を忘れ
る人がいるなどの理由による。 

（２） 容器情報や利用者情報をデータベース化
することにより、供給情報の入力や集計作
業などが簡単に行えるようになっている。 

例）液体ヘリウムの持出、返却記録は、ユー
ザーが持出、返却をする際に入力する。 

 
［［［［液化機の運転］］］］ 
① 運転回数は週２～３回、１回の運転時間は、
１０～１１時間くらいである。 
液化機の運転効率は、１回の運転時間が長く、
連日運転する方が、良いと思われる。 

② 液化機の能力は、２００Ｌ／ｈ（純ガス使用
時）となっているが、実際は（貯槽の液面上
昇から計算）、純ガス：２３０Ｌ／ｈ前後、不
純ガス：１９５Ｌ／ｈ前後となっている。 

 
［［［［汲み出し作業］］］］ 
① 汲み出し量は、月に１７，０００Ｌくらいで
ある。これは、一日に１，０００Ｌ弱を汲み
出す計算になるが、ポンプを利用することに
より、差圧で汲み出す時よりも短時間で行う
ことができる。ちなみに、供給容器は、容量
が３０Ｌ～５００Ｌのものである。 

② 汲み出しポンプのスペックは、右に示した通
りである。通常は、回転数 120rps前後で使用
している。１００Ｌ容器で６分程度、５００
Ｌ容器でも４０分程度で供給できる。 

 
［［［［容器の接続場所］］］］ 
① 容器の接続は、クイックカプラを使い、バル

ブの開閉をしなくてすむように変更した。 
② 接続する配管（シンフレックスチューブ）は、
充填容器用４系統、回収容器用２系統（１系
統４～８個程度の容器を接続できる）に分か
れていて、元に逆止弁がついている。これに
より、何らかの原因により容器から漏れが発
生した場合に最小限の被害で済むはずである。 

③ 容器ヘッドのウィルソンシール部の問題によ
り漏れやブロックなどが発生している。 
（Ｏリングが切れている、Ｏリングを忘れる、
入れる順番が違うなど） 

 
Ⅲ．ネットワークの活用 
（１）供給申込、流量計の読みや液体ヘリウム

在庫量などの入力、技術情報の閲覧など
ができるようになっている。 

（２）流量計の読みは、テレメカウンターを使
うことにより自動取得が可能になるが、
現在システムを開発中である。 

 
Ⅳ．最近のトラブル 
［［［［液化機のトラブル（内部精製器の問題）］］］］ 
純度の悪いガスが大量に回収され、内部精製器

の処理が追いつかなくなり、バッファータンクが
一杯になる前に再生に入ってしまった。 
（再生に入っても液空が取りきれない。） 
対 処：純ガスと併用で液化運転をした。液化

後ウォームアップをし、真空引き、純ガ
ス置換を行った。→ 正常に戻る 

 
［［［［液化機のトラブル（タービン）］］］］ 
 ・運転開始の時に、タービンの回りが悪い。 
  → 何度かトライすると正常に回り出す。 
    原因不明！？ 
 ・運転停止時に、第２タービンが停止しない。 
  → しばらく様子を見てから、強制終了！

（コンプレッサーを停止） 
    原因不明！？ 
 ［遠心式液体ヘリウム汲出ポンプ］［遠心式液体ヘリウム汲出ポンプ］［遠心式液体ヘリウム汲出ポンプ］［遠心式液体ヘリウム汲出ポンプ］    

大きさ：50mm×200mm 
重 量：約 1.5 kg 
流 量：85 g/s 

（最高流量 2,500L/h） 
回転数：9,000 rpm 
圧力差：0.3 bar（最高） 


